
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学科「数学 A」授業実践紹介 

単元の流れとパフォーマンス課題 

学 年：２年次キャリア探求科 

単元名：場合に数と確率 条件付き確率  

減っていくくじを数式で表して計算することができる。 

くじ引きにおいて場合分けして考える必要性に気づく。 

単元のねらい 

 
② 本時の問い『くじ引きは先攻と後攻ど

っちが有利？』 

具体的に日常生活の中の話でイメー

ジを持たせ、仮説を立てさせる。 

 

③ 実験Ⅰ(６本中１本の当たりくじを含む） 

くじの中身の本数に注目し、ｎ回目に当たる確

率について数式を立てる。 

はずれを引いた場合の違いを視覚的に捉える。 

 

 
 

④ 実験Ⅱ（１０本中２本の当たりくじを含む） 

実際にゲームを行うことで、生徒の興

味関心を引き、記憶に残る授業にす

る。 

⑤ 演習＋まとめ 

     例題をペアで解き、確認問題を個人で

解く。その後まとめを共有する。 

① 宿題解説 

家庭学習の内容を確認してから授業

に入る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元を通して身につけてほしいこと 

パフォーマンス課題の評価 

評価 

 ２ １ ０ 

Ⅰ式を立て計算す

る力（数学７つの力

より） 

問題に応じて式を立て、正し

い答えを求めることができ

た。 

式は立てたが、正しい答え

を求めることができなかっ

た。 

式を立てることができなか

った。 

 

Ⅱ問題を把握する

力（数学７つの力よ

り） 

問題を把握し、場合分けに気

づいた。 

問題を把握したが、場合分

けにうまく気づかなかっ

た。 

問題の内容がつかめなかっ

た。 

 

 

 日常生活の中のくじ引きにおいて当たりを引く確率を考える力、社会の中で、事象を数学的に

考えて行動する力を磨いてほしいと考えています。また、授業ではあらかじめ仮説を立ててか

ら、それを検証するという流れで、生徒に学習のサイクルを身に付けさせようとしています。

この単元においては、一見どちらかが有利に見えるくじ引きで、最初に引いても、最後に引い

ても当たる確率は同じということを知識として知るだけでなく、数学を利用して説明できるよ

うになってほしいと考えています。 

 

 

 

 
 Ａ Ｂ Ｃ 

数学への関心・意欲・

態度 

数量や図形などに関心を持ち、数学的

な活動におもしろさや有用性を感じ、

課題の解決に活用しようとする。 

数量や図形などに関心を持ち、数

学的な活動におもしろさや有用性

を感じてい る 

数量や図形などに関心 

を持っている。 

 

数学的な見方や 考

え方 

具体的な場面を数学的にとらえ、正し

いモデルを一般化して作ることがで

きる。 

具体的な場面を数学的にとらえ、

正しいモデルを作ることができ

る。 

具体的な場面で数学的 

な要素を見つけられる。 

 

推論の方法を正しく選択し、結論にい

たった道筋を論理的かつ簡潔に説明

できる。 

推論の方法を正しく選択し、それ

に従って結論を導き出すことがで

きる。 

示させた考え方に従っ 

て結論を導き出せる。 

数学的な技能 目的に応じて数学的操作を正しく選

択し、ミスなく、効率よく正解を求め

ることができる。 

目的に応じて数学的操作を正しく

選択し、表現・処理することができ

る。 

示された数学的操作に 

従って表現・処理でき 

る。 

数量や図形など に

ついての知識・理解 

学習した範囲の 70％以上の内容に

ついて数量や式、図形などについての

基礎的 な概念や原理を理解し、知識

として身に つけている。 

学習した範囲の 50％以上の内容

について数量や式、図形などにつ

いての基礎的な概念や原理を理解

し、知識として身につけている。 

数量や式、図形などにつ 

いての基礎的な概念や 

原理を理解している。 

 

 

数学科全体で設定した長期ルーブリックをもとにして評価を行います。 定期考査 70％、授業の取り組

みやワークシート等のパフォーマンス課題 30％で点数をつけます。 
 

 


